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7.α-dl-trams-alIethrin石油液のイエバエの成虫を落下仰尊王せ しめる効力につし､て

栽虫部の生物試験に関する研究 第32報 長沢純夫･橋爪文次 (京都大学 イヒ学研究所 武居

研究三 33よび 九州虚栄試験場)30･4･30受理

イエバエの成虫が α-dl-trans-allethrin石油液の被毒に基因して落下仰転する時間を,

1装置に1匹の昆虫をもちいる各個観測の方法により記録し その結果を図上解析とあわせ

て統計学的に梓討すると引こよって,噴霧隆下溝匠の任用佃伍を考捺した｡

Ⅰ.緒 言 .

;-dl-trans-allethrinは Pyrethrinsと同様の,

きわめてたかい船種作札 すなわち班落下仰拡効力

knockdowneLrectを,イ工.,'千など諸税のEt=虫に

たいして発拓することは,すでに周知の2fi'穴であるが,

このことからこれらのI-n剤の有効蛇は,その致死効力

よt)もむしろ対象ELZ虫を落下仰怯せしめるに必要な,

較凪 時間をもって比較吟味すべきことが,柑こわが

国では要求されている｡;[6着(J)はさきに,こうした
製剤の,イエ':ェの成虫にたいする致落下仰転助力

を評価するための試験装把として,Campbellのrnet-

alturntable(2,5 を改変した唄詔降下装iEsettling

mistapparatusを紺t:してひとつの宍験をおこない,

これがお むゝねそうした要求にそいえられることを報

じた｡ここにしろそうとすることは,1木のIl抑卜致

落下仰転虫率等班LB:･lu収を,さらにSIT-･純な穴験をお手
なうことによって作図し,これを統計学的に吟妹して,

叫誕降下装E･のfMl川帖 を弼づけようとしたひとつの
宍験結I米であるO

本文にはいるにさきだち,供託昆虫の飼育に尽力せ

られた柴凹砂Eil子排に況進の謝意を炎する次茄であZJo

II.実験材料

(1)供試染剤 に個 的(bpIS0-230oC)lOOml小
に 叫 11-trans-.lllcthrjn (mp50-50･5oC)loom首

を命む的刑.

(2)供試昆虫 立打那r此)15によってその幼虫期を飼
-ffL 成山lr31には小5変粉の糊をあたえて飼養した'3'イ

ェ,.'ェ .WILSCLTdomesLL'EaVl'cJ'JJaAhcq.の羽化後4

乃吉ミ7r川のCET.IHぐ肝で,印者がまえまえからもちいて
いる前脚系と称しえられる1系統であ7Jo

llI.美敵城旋および方法

この宍験にもちいたPL卓識降下装冠の構造および技法

については.すでにくわしく述べたとおりであるが,t4)

ただ1阿の災舵にもちいるイエバェを1四とし それ -

ちか a-dl-tmnsl.lllcthrinの被llによって,器底に

ll-XT仰拭するまでの岬Ir日を迩-評紬に記銀する各個観 ･i

湖の方IZZ:をとった｡この上･')にして,仰椛 それぞれ
100位 のイエ,くェについて.すなわち2bo回の宍験を

くt)かえして,それらのIT･.#lJ仰脚 .WI日を冨己鉦した,

lV.窮駿宗吾黒

雌桃それぞれIUO州如;披和枝洋下仲院するまでに
要した時Itilを.災験の榔将にしたがってしめすと;約 ､
1…Ji･のごとくである.

Ⅴ.考 桑

時TTul一致潜下nJL院虫率等淀喋曲紋について考察する
前に,ひとつの飼育培Lr<から朋化した1群のイエバエ
の4乃至7円FTの感受比が,栂時fTHのうちに代下乃.q･;
上昇するものであるかどうかを,それぞれの刑休の描

下仰伝までに9,'!した咋T川を?占畔にして考窮してみようO
そのもっともmEiiな-JJ一班として,耶l･Ji:D雌 こつい

てえらjLた約月上を例に,.そのふれの-ll-様を団にえがく

と,弥lt訓こみろような納LI!がえられ,-J｡これよt),
羽化筏4乃_1ミ7｢川 の他yj:イエバ ェのb乾山は,これ

をatrandoI11に托収して災敗に供するならば,羽化後

の時叩 勺経過にともない,一位の似向をしめすような

感受性の変動は,まづないものと判断してよいであらう｡

つぎに雌雄それぞれの感受性の変異をあらわす,種

々の数柄 (単位砂)をもとめてみると,一筋2表のごと -

くであるoこれらのうち,最初の3才 亨:ま,いうまでもな

く度数分布の位託をあらわすものであZ),その数倍が

しめすように,イエバェの恥ま岬かこくらべて,a-dl-

trans･allethrin石油硬の致蒲下仰転効力にたいする
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Tablel･ Knockdowntime(sec･)oLa.dultsoEtheCommonhousefly.MuscadomcsLica
vt'C･',.aMacq･,for100mga-d1-tram s-allpthrinperloomlkerosenesolutionusingasin･
gleindividualforeachtest.(7･10/ⅠⅠⅠ,1955.20oC) ､

Table:王. Various values indicating the

,shapesofLrcquencydistribution ofknock

do､yntime(see.)ofadultsofthecommon

l10uSCfly,MuscLZdoTTfeSticavicz'nL7Macq.,
forlooms a-dl-trams-allethrinperlOOml

kcTOSCnCSOlution.
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感受性がたかいといえる｡比数分和のちらは.)(1ILRAJ.

舵)をしめす4校筋の偏益および変只の巾でも,おお

むね雌の方が雄よりも大きい｡なおその非対称蛇をし

めす盃度の数帖から.両者ともに軽度の不相称な分祁
班,すなわち左Wl盃例の形をしめしているものと恕放

され,これはつぎの図上解析への手がかりをあたえて

いる｡

つぎに図上解析の方法によって,イ-,.'ェの成山が

a-dl-trams-allethrinの披掛こより,i'#下州はする

錠皮と時間との関係を考察してみようoBliss(lJは致

死時間によってあらわされる感受性が,岬に11の対数軸
にたいして正規に分布するという但説をたてて,時rLu

一反応率曲投を計許し,逆にその仮説を証肌 したOそ
こでこの失政結凪 こも,前にしろした朔性分和曲紋の

窮の形からしても,やはL)この法則があてはまるものl

と恕起して,縦軸に逐次累班致浴下仰転虫率をとt) ,

横軸に時間の対数をとって作図すると約2図の白丸に
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Fig.,1･ FluctuationinsllSCePtit'ilityoffcmalcadultsoEthecommonhousefly,

JTILSCadotNCSLicLH'icl'naMacq･,toknocklhHYl一eftcctofloomg -r-dl･tmnslallethrin

perlOOmlkerosenesollltion.

しめすようにi雌桃ともおおむね相称な sigmoid曲

松がえられ.さらに縦軸をブpビットに変換すると粒
九のように,ほとんどこれがT糊決のJ･.にのることがあ
きらかとなる｡

との図上相好の純米から,イェJ;ェの成虫が α-dl-
trans-allethrin石油接の被甜こよって落下仰転する

割合は,時rHlの対数にたいして正劫に分布すると結論

してさしつかえなかろう｡･そこでこの見解を恭矧こ,

階級のrrJを時間の対数尺姥にして 0･03づつに区切っ

てこれを類柴し,Blissの時間-致死率lu収の計算法

をここに泣用して,雌雄それぞれの時間 ･致落下仰松

虫率等濃圧同府紋の同橋方程式を策定し,あわせてこ

4リ
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Fig.2. SuccessivelycumulatedpercentfrequenciesofknockdolVnOfadults

ofthe.commonhousefly,MuscadomesLz-{avicl'na,Macq.,forlOOmgd･-dl-trans-
'alletllrinperlOOml･kerosenesollltion plotted againstthelogarithmsof time

(circles)andtheresultsoLtransforming theknOckdownpercentagetoprohits

(solidcircles).

れと観測机との問の適合皮を倹起した結果をしめすと,

約3夫のごとくである｡上にのべた各個硯測り尖験に
よってえられた結果から考えて,光に試作した哩i誘降
下装証は,光JJiこのような口約をもつ実験の装冠とし

て仙目しうるものと判断してよいo Lかして alle-
thrins,pyrethrinsなどの石油剤の致落下印転効力を,

とくに鎌田紛湖の方法によって吟味しようとする場合

には,あらかじめ軌'F.LimrjfL'l】を対数口盛に区切っておい
て,その時lHJ内に享l#1{nJ怯する桝休を冨誠走する方法を
とろのが油当であるといえる.

ところでこの場合,1姓軍内にi詩人する花山の数は,
薬剤によって反応をしめしたLi虫数が,不快 に判ta記
録出来る程度にし 1回の失験にいちぢるしく多くの

供試何体をもらいで,宍験の桁度をかえって供下させ

ることのないように注意しなければならない｡同時に.

感受比の桐lj(変央よt)生ずる誤差を,充分小さい範囲

にとどF'るために,ある程蛇大Jliifの個体をもちいるこ

と.すなわち幾向かの宋験をくりかえすことも,時間

5O'-

ーF宍kdownpercenhgeY
80m60約40知.2

の艶何級数的な変化に対する変災のちらはL)の拭蛇か

らおして
,
大切なことと考えられる｡

ⅤⅠ.
摘要

1･令桐観
測の方法によL),
噴宗降下猿把をもちい

てイ工,,'ェの成虫が,α-dl-trans･allcthrinの
100mg
/100ml石的液の被詔によE)て落下仰転する時川を,
雌雄それぞれ1007宅について観測した.
2･VTとつの飼育瑞兆から卿ヒした1都のイェパェ
の郷ヒ後4乃至71jFlの感受姓は,-
uiの陀下乃ji上

非の傾向はみとめられなかった.し
かして桃の感受性

の粒皮は,
雌のそれよりもおしむね大であった,
3

.
逐次累的致落下仰転虫執ま
.
時rLi】の対数にたい

して峨雛とも,
正配にJJl布することが,
図上怖yf.およ

びJllissのブT,ビット比による統計学的計.
3?:の上か

らもいいえられる｡
4･端封祝湖をおこなう場合接,あらかじ吟弧1ltlP.'i
問を対数間隔に区切っておいて,.
その柑LH内に落下仰
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Table3. Equationsoftirnc-knt'CkdoIYnrCgrCSSionisodoscsofadultsoftheCommon

hou.se∫ly,JlltJSCLZdollteSEl'cE7tJt'EllltL7Macq.,IforlOOmg αJl･tmns･allctllrinper.lL)Oml
kcroscncsolutionan(IthemCa.qurCSOftheagreementbetlVeenCurveandhypothcsi.i..

Sex I' Female I Mrlle

Statistic.qoftime-knock RcgrcssioncqtlTLtion,yk-TJ+(I-{)/S. .yk-5十(t.-2.433)/0/1728pyh=5+(I-2.●307)1/557

doWncurve Mcdianknockdoヽyntime,Jや(see.) 271 ･-24tJ

ErrorsofrandomsamplinとVarianceofthemean.V(i-) U.UUO.I;005 _.0.0002446

Varianceofthestand-arddeviation,V(S) ･0.0001514 0ー0001232

MeasuresofthcagreementーbetwcencurveーahdLhypDthcsis symmetry,g】h/再 訂 .U.UOG796 0.0062tIl

転した何体を記銘すること.各個跡見陀 おこなった場

分は,もしその研測個体数が大であるならば,計罪の

労力をはぷくために.階級の巾を迫当な大きさに区劫

って,これを投銭することがのぞましい0
5･ 上述の紡架から,致-満下仰伝虫牢を布効姥評価

のfF;･標とする場合に,こうした袋正方法によっても充

分その日的をEl.しえられるものと判断してさしつかえ

ない｡
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Re'sume

Theknockdowntimesofadtlltsofthecom-

monhouscEly,MILSCadomesEF'EaViciTlaMacq.,
.1g.1言nstlOOmg α-dl-tr;tns-.llIcthrinperlOOml

kcroscnes(1lut)ronlVerCOhSCrVedI)ythesettling

mistapp.lratllSusing;ISinglcJ'ndividu.llfor

eachtest.Onehllndrcdin【lividunlswereused

infemale.lndmnlcrcspcctivcly.TheTT)arked

tendencyofincrc.lSCOrdccrc.lSCOEsusceptibility

toknockdoIYnCLrcctlVCrenotrCCOgnizcdinthe

hollSCfliesof4-7dTLySCmCrfrC【lfrom ;Isingle

culturemedium. n̂(1tIICSllSCCPtilI川tyofmale

lV;tSgrCatCrthan thatofJcmalc･ From the

resultsofgmr)hic･lmlysisandculCuhtion.hy､

theprobittmnsformLltionmethoditWaspro.ved

thatthecumuhtc(1knockdolVnPCrCentagCboth

infen:llcandm.lTc.Iredistr王hutcdnormally.to

theユog.lrithmsoftime.Therefore,lVhenthe

ol)scrvationofknock(lolVntimesiscarriedout

usingmanyorganismsforatest,theperiodic

observationoflogarithmicscaleshould.beadopt-

ed.Andalso,whentheobservationwasearri-

l

edoutonasingleindividual,.ifthetotalof

testindividualswaslarge,thedatashollld･be

grouped atthesuitablelogarithmiC表cale'to

reducethel】abourofcalculation. From the

resultofexpcrimcntmentioned-abそ)ve , itmay

hc5;lidtllatthesettlingmistapparatuhi昌一able

tollSCforthepurposeofevaluation-ofknock

dolVneLrectivenessofinsecticidalkerosenesolu-

tion.
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